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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電子メッセージ分類ルールを含む、１つまたは複数のプロセッサーおよびシステ
ムメモリーを備えたコンピューターシステムにおいて、電子メッセージを分類するために
使用するルールを適合的に選択する方法であって、
　１つまたは複数の電子メッセージを受信するステップと、
　前記１つまたは複数の電子メッセージごとに、前記電子メッセージが特定のメッセージ
特性を有する可能性を示す結果を、過去に選択した電子メッセージ分類ルールのサブセッ
トにおける各メッセージ分類ルールを適用することによって計算するステップと、
　各電子メッセージ分類ルールを前記１つまたは複数の電子メッセージの各々に適用する
ために消費されるリソース量を示すリソースコストを測定するステップと、
　前記過去に選択したメッセージ分類ルールのサブセットにおけるメッセージ分類ルール
ごとに、前記メッセージ分類ルールに対する前記計算結果および前記測定したリソースコ
ストから効率性測定基準を合成するステップであって、前記効率性測定基準は電子メッセ
ージを分類する効率性を定める測定基準である、ステップと、
　前記合成した効率性測定基準を、前記複数の電子メッセージ分類ルールに含まれる電子
メッセージ分類ルールに対する既存の効率性測定基準と比較するステップと、
　前記合成した効率性測定基準を既存の効率性測定基準と比較した結果に少なくとも部分
的に基づいて、後に受信する電子メッセージを分類する際に使用するための新たな電子メ
ッセージ分類ルールのサブセットを、前記複数の電子メッセージ分類ルールから選択する
ステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　新たな電子メッセージ分類ルールのサブセットを選択する前記ステップは、サービスレ
ベルアグリーメント（ＳＬＡ）に従って新たな電子メッセージ分類ルールのサブセットを
選択するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　新たな電子メッセージ分類ルールのサブセットを選択する前記ステップは、効率性スコ
アに基づいて前記複数の電子メッセージ分類ルールを順序変更するステップを含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　１つまたは複数の電子メッセージを受信する前記ステップは、１つまたは複数の電子メ
ールメッセージを受信するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　１つまたは複数の電子メッセージを受信する前記ステップは、１つまたは複数のショー
トメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージを受信するステップを含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　１つまたは複数の電子メッセージを受信する前記ステップは、１つまたは複数のファイ
ルを受信するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の電子メッセージ分類ルールは、電子メッセージをＳＰＡＭまたは正当として
分類するために使用されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の電子メッセージ分類ルールは、電子メッセージを、マルウェアを含むかまた
はマルウェアを含まないとして分類するために使用されることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記複数の電子メッセージ分類ルールは、電子メッセージを、極秘デジタル情報を含む
かまたは極秘デジタル情報を含まないとして分類するために使用されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の電子メッセージ分類ルールを含む、１つまたは複数のプロセッサーおよびシステ
ムメモリーを備えたコンピューターシステムにおいて、電子メッセージを分類するために
使用するルールを適合的に選択する方法であって、
　１つまたは複数の電子メッセージを受信するステップと、
　前記１つまたは複数の電子メッセージごとに、
　　過去に選択した電子メッセージ分類ルールのサブセットにおける各メッセージ分類ル
ールを、前記電子メッセージに適用するステップであって、前記過去に選択した電子メッ
セージ分類ルールのサブセットは、前記複数の電子メッセージ分類ルールのサブセットで
ある、ステップと、
　前記過去に選択した電子メッセージ分類ルールのサブセットにおける電子メッセージ分
類ルールごとに、
　　前記電子メッセージ分類ルールにより、前記電子メッセージが特定のメッセージ特性
を有する可能性を示す結果を計算するステップと、
　　前記電子メッセージ分類ルールを前記電子メッセージに適用するために消費されるリ
ソース量を示すリソースコストを測定するステップと、
　各電子メッセージ分類ルールを各電子メッセージに適用することに関連する前記計算結
果および前記測定したリソースコストを保持するステップと、
　前記過去に選択したメッセージ分類ルールのサブセットにおけるメッセージ分類ルール
ごとに、前記メッセージ分類ルールに対して、保持した前記計算結果および前記測定した
リソースコストから効率性測定基準を合成するステップであって、前記効率性測定基準は
電子メッセージを分類する効率性を定める測定基準である、ステップと、
　前記合成した効率性測定基準を、前記複数の電子メッセージ分類ルールに含まれる電子
メッセージ分類ルールに対する既存の効率性測定基準と比較するステップと、
　前記合成した効率性測定基準を既存の効率性測定基準と比較した結果に少なくとも部分
的に基づいて、後に受信する電子メッセージを分類する際に使用するための新たな電子メ
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ッセージ分類ルールのサブセットを、前記複数の電子メッセージ分類ルールの中から選択
するステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記過去に選択したメッセージ分類ルールのサブセットにおける各メッセージ分類ルー
ルを適用する前に、計算された効率性スコアに基づいて前記選択した電子メッセージ分類
ルールのサブセットを選択するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１０に記
載の方法。
【請求項１２】
　少なくとも１つのメッセージ分類ルールを電子メッセージに適用することに関する外部
フィードバックを受信するステップと、
　前記外部フィードバックを、前記少なくとも１つのメッセージ分類ルールを前記電子メ
ッセージに適用したことからの前記計算結果に取り込むステップと
をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記受信した外部フィードバックは、前記少なくとも１つのメッセージ分類ルールを前
記電子メッセージに適用したことからの前記計算結果が検出漏れまたは誤検出のうち１つ
であることを示すことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記外部フィードバックを取り込んだ前記計算結果に基づいて前記少なくとも１つのメ
ッセージ分類ルールに対する有効性スコアを更新するステップをさらに備えることを特徴
とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　新たな電子メッセージ分類ルールのサブセットを選択する前記ステップは、サービスレ
ベルアグリーメント（ＳＬＡ）に従って新たな電子メッセージ分類ルールのサブセットを
選択するステップを含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　新たな電子メッセージ分類ルールのサブセットを選択する前記ステップは、効率性スコ
アに基づいて前記複数の電子メッセージ分類ルールを順序変更するステップを含むことを
特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　ＳＰＡＭ検出ルールを適合的に選択するためのシステムであって、
　１つまたは複数のプロセッサーと、
　システムメモリーと、
　複数のＳＰＡＭ検出ルールを格納し、メッセージ分類器ならびにルール選択および順序
変更モジュールを表す実行可能命令を格納した、１つまたは複数のコンピューター記憶媒
体と
を備え、
　前記メッセージ分類器は、
　　１つまたは複数の電子メールメッセージを受信し、
　　前記１つまたは複数の電子メールメッセージごとに、過去に選択したＳＰＡＭ検出ル
ールのサブセットにおける各ＳＰＡＭ検出ルールを前記電子メールメッセージに適用し、
前記過去に選択したＳＰＡＭ検出ルールのサブセットは前記複数のＳＰＡＭ検出ルールの
サブセットであり、
　　前記過去に選択したＳＰＡＭ検出ルールのサブセットにおけるＳＰＡＭ検出ルールご
とに、
　　　前記電子メールメッセージがＳＰＡＭである可能性を示す結果を計算し、
　　　前記ＳＰＡＭ検出ルールを前記１つまたは複数の電子メールメッセージの各々に適
用するために消費されるリソース量を示すリソースコストを測定し、
　　　前記ＳＰＡＭ検出ルールに対する前記計算結果および前記測定されたリソースコス
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トから効率性測定基準を合成し、前記効率性測定基準は、前記計算結果と前記測定したリ
ソースコストとの商に基づき、電子メールメッセージをＳＰＡＭとして分類する効率性を
定める測定基準である
ように構成され、
　前記ルール選択および順序変更モジュールは、
　　前記合成した効率性測定基準を、前記複数のＳＰＡＭ検出ルールに含まれるＳＰＡＭ
検出ルールに対する既存の効率性測定基準と比較し、
　　前記合成した効率性測定基準を既存の効率性測定基準と比較した結果に少なくとも部
分的に基づいて、後に受信する電子メールメッセージを分類する際に使用するための新た
なＳＰＡＭ検出ルールのサブセットを選択する
ように構成されたことを特徴とするシステム。
【請求項１８】
　新たなＳＰＡＭ検出ルールのサブセットを選択するように構成された前記ルール選択お
よび順序変更モジュールは、サービスレベルアグリーメント（ＳＬＡ）に従って新たなＳ
ＰＡＭ検出ルールのサブセットを選択するように構成されたルール選択および順序変更モ
ジュールを含むことを特徴とする請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　新たなＳＰＡＭ検出ルールのサブセットを選択するように構成された前記ルール選択お
よび順序変更モジュールは、効率性スコアに基づいて前記複数のＳＰＡＭ検出ルールを順
序変更するように構成されたルール選択および順序変更モジュールを含むことを特徴とす
る請求項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
　１つまたは複数の電子メールメッセージを受信するように構成された前記メッセージ分
類器は、インターネットから電子メールメッセージを受信するように構成されたメッセー
ジ分類器を含むことを特徴とする請求項１７に記載のシステム。


	header
	written-amendment

